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研究成果の概要（和文）：本研究では、高校生の大学進学時の選択に関する社会調査を実施した。高校卒業後の
進路や、学業、生活の展望について、高校生を対象にアンケートで回答を求めた。それから得られたデータに基
づいて、女子の理工系分野への進学が伸び悩む原因や、女子生徒たちが今持っている問題意識などを、多角的視
点から追究した。そうした分析に基づいて、我が国の将来を担う若い世代が、人生の早い段階から抱いている意
識や考え方を把握し、そうして得られた事実証拠に基づいて、今後の女性活躍推進に対して有効な政策を具体的
に提言した。

研究成果の概要（英文）：In this study, we surveyed high school students in Japan regarding their 
future career plans and academic and life prospects. We investigated the reasons behind the low 
female enrollment in STEM (science, technology, engineering, and math) fields in Japan. Our analysis
 reveals the mindset of high school students and the younger generation overall, highlighting gender
 differences in their career pursuits from an early age. Based on our findings, we provide 
evidence-based policy recommendations to effectively increase women's representation in STEM fields 
in Japan.

研究分野： 労働経済学

キーワード： 教育経済学　経済政策

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
高校生とその保護者を対象にしたアンケートの結果、高校１年生の段階において、理工系分野への進学を考える
女子生徒は、男子生徒に比べて著しく少なかった。理工系分野における女性の活躍を推進するためには、若年時
の意思決定が本人の長期的なキャリアに大きく影響するため、そうした早い段階からの、若い人々や保護者への
教育や啓蒙活動を強化することが不可欠であることが明らかになった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
近年、日本における男女間の大学進学率の格差は縮小しているが、大学（学部）における専攻

分野には男女の違いが認められる。OECD 加盟国における 2021 年の STEM（科学・技術・工学・
数学）分野の大学卒業生に占める女性割合をみると、日本は 18％と最も低くなっている（下
図参照）。 
日本の高校生が大学に進学する際の学部選択における男女の違いが、学校教育終了後の

業種選択や雇用形態の違いをもたらしており、さらに、それが男女間の所得格差につながっ
ている。日本経済の今後の成長のためには、女性を含む多様な人材の活躍がさらに求められ
ている。そのためにも、男性割合が高い理工系分野において女性を増やすことは喫緊の課題
である。しかしながら、日本においては、こうした大学の学部選択における男女差が生じる
要因については、実証分析の蓄積が依然少なく、理工系分野において女性割合を高める有効
な政策についても十分に解明されていない。 
 

 
２．研究の目的 
日本では、大学に進学するときには、まず学部を選択して受験することになる。そのため、将

来、理工系分野でキャリアを築きたいなら、大学進学時には理工系学科を受験する必要がある。
そのように理工系学部に進学するためには、高校においては、文系コースではなく理系コースを
選択して、理科や数学科目を履修し重点的に学ぶ必要がある。従って、理工系分野で女性が活躍
することを推進するためには、女性は、まず、高校の早い段階から、将来は理工系学科に進学し
たいという期待と希望を持つことが重要である。そのため、高校生の早い段階から、女子生徒の
大学学部選択の期待を把握し、理工系分野に関心を持っている女子生徒の状況をフォローアッ
プすることが必要である。 
 
 
３．研究の方法 
本研究では、高校生段階での大学学部選択と、将来の働き方や生活に関するアンケート調査を、

高校１年生とその保護者を対象に実施した。このアンケートは、学校側のご協力のもと、生徒た
ちが高校生の段階において描いている将来の学部選択や将来の働き方、それに学校卒業後の社
会生活に対する期待について質問した。東京都の進学指導重点校の内の６校におけるアンケー
トの結果、高校１年生の段階において、大学を受験する際に理系（物理・化学）選択で大学受験
をすることを考えている男子学生は５割を占めていたが、その割合は、女子学生の場合は２割で
あった。さらに、受験科目の選択肢の中で、理系（物理・化学）選択は最も低い選択肢と位置付
ける女子生徒が４割であった。 
大学進学の際に理工系分野への進学を考えている女子生徒は、男子生徒に比べて著しく少な

いことが分かった。また、女子生徒とその保護者は、将来進学する学部として、工学部を考えて
いなかった。女子生徒は、男子生徒ほどには工学部進学の可能性について保護者に相談していな
かった。なお、伝統的な社会の価値観があるのではと想定していたが、実際には、男女で異なる
進路選択の意思決定には大きな影響はなかった。 
従って、理工系分野における女性の活躍を推進するためには、若年時の進学先に関する意思決

定が、本人の長期的なキャリアに大きく影響することを踏まえ、女子高校生の理工系分野への関
心が早い段階から低いに対応するためには、若い人々への教育や啓蒙活動を強化することが今
後の女性の活躍に必須であることが明らかになった。 
理工系分野と対比して、医学系分野における男女のキャリア形成の違いについても併せて分

析した。医学系においては、もともと外科系診療科の医師に占める女性医師の割合は低いものの、
近年は、女性医師の中で外科系診療科を選ぶ割合は増えてきており、基本領域専門医資格やサブ



スペシャリティ領域専門医資格の取得状況の男女差は大幅に改善されており、女性医師のキャ
リア形成が進展していることが明らかになった。（なお、医師は、初期臨床研修を終えてから初
職診療科を選び、そこで３～５年の後期臨床研修後、基本領域専門医資格を取得し、さらに専門
分化したサブスペシャリティ領域専門医資格を取得する。）そのため、将来的には、医学系にお
いては、女性医師の活躍がさらに進む方向が見え始めている。しかし、女子の理工系進学に関し
ては、前述のように、すでに高校１年生の段階で、将来の理工系進学についての意識に大きな男
女差がある。理工系分野における女性活躍については、まだ多くの課題が残っている。 
 
 
４．研究成果 
理工系分野における女性の活躍を推進するためには、若年時の意思決定が本人の長期的なキ

ャリア形成に大きく影響する。そのため、若い人々や保護者への教育や啓蒙活動を強化すること
が不可欠であることが明らかになった。女性が理工系分野でキャリアを築くためには、女性が高
校１年生になる以前の段階から、理科や数学科目を勉強したいという意識を醸成することが望
まれる。 
そうした状況を創り出すためには、小中学校における理科教育の改革が望まれる。これは、科

学技術振興機構（ＪＳＴ）が 2007 年から実施している「理科支援員配置事業」制度により、教
員の理科指導力が向上し、児童の理科への関心度が高まるという成果が見られていることから
も検証されている。さらに、本研究で実施した小中学生の保護者を対象としたアンケートから、
子どもに理科教育を受けさせるかについて、保護者が子どもの性別により異なる対応をしてい
ることが明らかになった。女子が理工系分野に進むことに関心を持つようにするためには、保護
者の意識改革も重要である。このように、高校以前からの取組が、女性の理工系分野での活躍の
ために必須であることが明らかになった。 
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